
平成２２年（２０１０）３月１日号（２）

　
子
ど
も
た
ち
に
、
政
治
・
選
挙

に
対
す
る
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
明

る
い
選
挙
書
き
初
め
」（
印
西
市
選

挙
管
理
委
員
会
・
印
西
市
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
主
催
）
の
入
賞

者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
各
小
・
中
学
校
か
ら
7
1
9
点

（
小
学
生
の
部
6
6
0
点
、
中
学

生
の
部
　
点
）
も
の
応
募
が
あ
り
、

59

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
金
賞
9
点
、

銀
賞
　
点
、
銅
賞
　
点
が
選
ば
れ

18

27

ま
し
た
。

　
金
賞
を
受
賞
し
た
み
な
さ
ん
は
、

次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

【
小
学
生
の
部
】

1
年
…
長
瀬
亮
（
西
の
原
小
）

2
年
…
小
泉
友
佳
理
（
高
花
小
）

3
年
…
橋
本
絢
（
高
花
小
）

4
年
…
金
子
優
里
（
大
森
小
）

5
年
…
田
辺
理
沙
（
原
小
）

6
年
…
佐
藤
紅
実
（
大
森
小
）

【
中
学
生
の
部
】

1
年
…
仲
川
琴
香
（
木
刈
中
）

2
年
…
佐
藤
知
佳
（
印
西
中
）

3
年
…
坂
本
侑
紀
（
木
刈
中
）。

怯怯
明
る
い
選
挙
書
き
初

明
る
い
選
挙
書
き
初
めめ
怯怯

 力
作
ズ
ラ
リ
 入
賞
者
決
ま
る

　
こ
の
表
彰
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
大

会
お
よ
び
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
、
功
績
の
あ
っ

た
児
童
と
生
徒
を
表
彰
す
る
も
の

で
す
。
去
る
2
月
3
日
に
教
育
委

員
会
教
育
長
か
ら
表
彰
状
を
児

童
・
生
徒
　
人
に
手
渡
し
ま
し
た

10

（
敬
称
略
）。

【
児
童
】

▼
板
橋
一
樹
（
永
治
小
3
年
）
…

第
　
回
こ
ど
も
県
展
特
別
賞
▼
島

54
戸
星
（
高
花
小
6
年
）
…
平
成
　21

年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

小
学
6
年
生
の
部
最
優
秀
賞
▼
堀

江
美
貴
（
西
の
原
小
5
年
）
…
第

　
回
キ
ッ
ズ
コ
ロ
シ
ア
ム
大
会
女

10

子
5
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

第
2
位
▼
鈴
木
彩
乃
（
西

の
原
小
6
年
）
…
第
4
回

ち
ば
キ
ッ
ズ
陸
上
競
技
記

録
会
女
子
1
0
0
0
ｍ
第

2
位
。

【
生
徒
】

▼
印
西
中
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
部
女
子
…
第
　
回
千

40

葉
県
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
新
人
体
育
大
会
第

2
位
▼
中
嶋
真
士
（
印
西

中
2
年
）
…
第
　
回
千
葉

32

県
中
学
校
新
人
体
育
大
会
柔
道
大

会
男
子
　
茜
級
第
2
位
▼
山
﨑

55

美
咲
（
印
西
中
2
年
）
…
第
5
回

日
本
藝
術
文
化
環
境
書
道
展G

L

O
B
E
JA
P
A
N

地
球
環
境
国

際
議
員
連
盟
会
長
賞
▼
小
池
卓
也

（
木
刈
中
3
年
）
…
第
4
回K

-B

a
ll

全
国
中
学
生
秋
季
野
球
大
会

優
勝
▼
秦
智
菜
美（
木
刈
中
3
年
）

…
第
　
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中

23

学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
Ｊ
Ｏ
Ｃ
中

学
生
千
葉
県
選
抜
選
手
▼
宇
山
芽

紅
（
西
の
原
中
2
年
）
…
第
　
回
19

国
際
年
齢
別
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
大
会

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
競
技
　
歳
～

13

　
歳
女
子
優
勝
。

14

印西市教育委員会児童・生徒表印西市教育委員会児童・生徒表彰彰

　
毎
年
1
月
　
日
は
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
で
す
。
こ

26

の
日
は
昭
和
　
年
に
法
隆
寺
金
堂
が
焼
損
し
た
日
で
あ

24

る
こ
と
や
、
冬
季
が
1
年
の
う
ち
で
最
も
火
災
が
発
生

し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
文
化
財
を
火
災
な
ど
の
災
害
か

ら
守
る
こ
と
を
周
知
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
日
で
す
。

　
当
市
で
も
防
火
デ
ー
に
合
わ
せ
、
文
化
財
を
火
災
、

震
災
な
ど
か
ら
守
る
た
め
、
文
化
財
防
災
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
去
る
1
月
　
日
、
県
指
定

24

文
化
財
「
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
」
を
安
置
す
る
別
所
の

地
蔵
寺
で
実
施
。
火
災
発
生
を
想
定
し
、
地
元
消
防
団

の
ほ
か
、
地
域
住
民
も
参
加
し
、
通
報
訓
練
や
初
期
消

火
訓
練
、
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、「
地
域
の
宝
」
で
あ
る
文
化

財
を
守
る
た
め
、
真
剣
に
訓
練
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

 別
所
地
蔵
寺
で
文
化
財
の
防
火
訓
練
 

▼
本
番
さ
な
が
ら
の
放
水
訓
練

松山下公園総合体育館の施設案内図
競技・練習・体力づくりにご利用ください

胸メインアリーナ…スポーツ公式利用では、バ
スケットボール、バレーボール、バドミントン、
卓球、ハンドボール、棒高跳びの利用が可能で
す。
胸サブアリーナ…バスケットボール、バレーボ
ール、バドミントン、フットサルの利用が可能
です。
胸武道場…柔道場、剣道場、なぎなたの利用が
可能です。
胸弓道場…6人立の利用が可能です。
胸多目的室…最大200人程度の会議・各種集会・
イベント・競技会（大会）時の控室として利用
できます。また、エアロビクスなどの軽運動室
としての一般利用も可能です。
※トレーニング室および山岳施設は、国体終了
後の11月以降の一般利用開始となります。
架スポーツ振興課振興班（緯内線793・794）、
松山下公園（緯碓42 8417）。




